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.A. 雫努 0::> Ekph:ra..s :i..s 

布番 三事~ ~司

1.問題点の設定

ピザンツ英雄詩「ディゲニス・アクリティス』のい〈つかの版(特に G，T，

A.飯， I ) )は庭園、宮殿、腐などの描写と並んで、人物のエクフラシス(細

密描写) (2)を含み、主人公達の顔、身体の特長が賛美される.例えば、 G販

におげるディゲニスの妻エヴゾキア， . )の錨写を引いてみよう.

(エヴゾキアI.'n)

τa lCaλλη τoD ?!.I!..旦豆益主旦.!!τηE κ曲λuotJv τoむc; o申9aλμovc;τov 

lI:al ov dvvaτa. ιαλiJc; l dεrντ首ν 占λιoyεννημ正vην.

品c "ap a広τf雪 品ν正τεtλεν Ev μ正σω τou .!!.旦旦立亘豆旦旦，

奇ν yaρ 奇厄6ρη&λη9iJ宮笛σ官ερtσTOplσμ正vη.

互且且旦 yoρyoν 三ν，.j3ovov，.!f豆且.!l.l!. ~av9両V 厄al σyoDpoν， 

A企且主旦 εTzε ιaτ4μavρσν， (i"ρατov dE τb μ正λav，

品c; X.oνa τo WpOu旦豆旦旦， /Jlσoν dE /Jε/Ja/Jμ正νov，

Ola 宵op申'Upa1.ιλειT1I奇v /JaσaλEi'C; Tlμ畠σt・

(G.IV.349-356キ Z.IV.1739-1745)

その優美なる醤は彼の視線を圧し、

陽より生まれし乙女ヒ見入ることをゆるさず.

IAの中から出づる光輝のゆえ

まごと描かれたる乙女なり.

愉悦に満つ輝〈昆、金色の波打つ髪、

漆黒の屋は限りなく黒〈、

雪のごとき盤、その中央は赤みさす、

王妃の好む選り抜きの紅のように.
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ごごで書き手は顔全体から初めて、目、髪、眉の美しさを縫いていくデ

イゲニス』を初めとするピザンツ民衆文学及びピザンツ凝古体ロマンスには

古代後期のロマンス、特にアキレウス・タティオスとへリオドロスが甚大な

影響を及ぼしておりは¥ 「ディゲニス』や他のピザンツ民衆ロマンスに含

まれる多〈の模倣箇所が、研究者によって指摘されている川本稿で問題

とするのは、しかし、こういった文献学的な伝承の問題ではなく、そこに含

まれるエクフラシスの文学的・言語的側面であるディゲニス』のエクフ

ラシスの例を考察していくと、人物を細密描写するに際して、顔や身体の全

ての部分が同じ程度に書き手の注意を引いているのではないごとに気づ< 0 

常に描写に登場する部位もあれば、そうでない部位もある.本稿の目的は、

この民衆英雄詩の人物のエクブラシスでは、どの身体部位が注目され、どの

ような修飾語が使用されているのかを分析することで、民衆文学のエクフラ

シスの技巧の一緒を明らかにする点にある.他方で、上述の古代後期のロマ

ンスの彫響や同時代の擬古体ロマンスとの関係は無視できないから、これら

のエクフラシスとの比較も試みられる.さらに人物のエクフラシスの考察の

結果はピザンツ人の美意議と関係している点が、民衆ロマンスの引用例を通

じて示される.

2. rディゲニス・アクリティス』の人物のエクフラシス

『ディゲニス』の中からエミール(ディゲニスの父}、ディゲニス、イリ

ーニ{ディゲニスの母)、エヴゾキア(ディゲニスの妻)の

描写の例を次に掲げる.

{エミール)

9Hv 品μηρa<;τ畠νε;ryεvsvπλ01JσLtdτaτ0<;σ中ollρa，

中ρov呼σεd雪 τεμ正τoxo<;κcxl cIvdρε ia<; εlc; aιρ0宮，

oる昆互主旦三品<; Al9ioπε<;， 占λλd主旦旦旦豆三， 品ρa.{o雪，

aν9tdν 苫ρτι τb 工互主主上旦旦 εる，ρε智正σTClTOV，σ1'oDρov. 

Eixεν 立金旦豆旦.!....!!.Jrεπaνov κα9a冒ερ 智ε宵λε7μ正νov，

且主五且旦旦 1'0ρ1'oν， E ν呼dovov，πλ呼ρη雪 Eρ曲τ0<; 1'iμoν， 

品古 品ollov EI;aν正τεaλεν Ev μ正σ@τou !:.旦旦立昼豆立旦，

品雪 I<1J官aρ「σσIV Eμvoστoν τ均ν 主主土五L旦~Exων ，

εYπερ 草ντL<; la品v a占τbνεtκOVI Eo 1κEval・

(G.I.30-38.E，Zには対応館所なし}
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いとも高貴で富裕なるエミールあり、

深慮と猛却しさは限りなし、

エチオピア人のごと〈墨三はな〈、念j警の美男、

巻きあがる畠をはや見事に茂らせ、

思ほ豊かに絡み合う、

愉楽に輝く且は魅惑に溢れ、

菌の中から輝き出づること苔磁のごと〈、

その見事な宜主は糸杉のよう、

自にする者は彼を絵に喰えんとす.

(ディゲニス〉

Eixε yeiρ a νεt.ITερ0<; εvvoστoν 主主土五L旦旦，
E互且豆~ ~uv9 lÍ v ，宵fσYOVρ OV ， 宣旦且三II五 μεyaλU， 

盟主些旦旦苫σπρoν，pOd(Vov， ItaτaJ.l.avρoν 立担弘正・

.t'ai UT盆旦立三百σ...εριρdσταλλoν，OP'YVt盈vεixε τb 宵λdτ0宮・

(G.IV.196-9，= Z.IV，1482-5) 

若者は見事な宣去を持ち、

金髪の巻上がる髪に、大きな旦、

白〈蓄蓄を色がかった墜に、漆黒の屋、

氷のごとき堕は、広き幅を持てり。

(イリーニ)

"c:tI τ首vσελ呼νηV E:広7rUντo<; E:v(καεt宮 τb 厄dλλ0<;.

'0官 ，"，Vπαpiσσ 9uvμαστov τ両v 主主土丘L旦~ εixεv， 

TO κivηIJUεixεv irρωτα， τb 奇90<; Tη古品.，..a1fην，

7rOτ正 τη宮 dEvφuiνετ0，0τI E:μετε'"'1νEiτoν， 

μ6νOV U宵ελoyitεTO 1I'uit曲v，xaJ.l.oyελ畠ντα雪，

.cal ovτ曲宮 f.7rf.Y(Vωσκε雪， 百τI IJετασαλε6λε1， 
広' 品官b τ6πOV ηるρfσκεTO πdλIV εic aλλOV τ6πOV. 

Auμ宵 poν XIOνoκPVστdλλtνoν 奇τOV τO J!.R五豆旦主丘旦 Tη宝，

dλ{yovι0厄κiVltεV， 0σov va 宵0ρφυρit哩・

τh・邑且重工土旦 Tη古 るπolJavρu，品σ証V Uπoyελ06σaν， 

Eστatuσaντov Eρωτaμ主 τo aναπ正τσαμdτη<;，

三y{μασIV YλVItVτηταt ρ曲τllttJV xapiτ凪V

泊
凡

τ
q
d
 



a::al wavτOTεε lc Eρωτa 奇σaνπαρadoll{Vt1，

.奮す6 τa 70ρ70 広 tν~llaTa ， O1rOU 'xεv <; τa "αtTv{dta， 

T両v "a(dεuσaν ed呼λωσavτ宵宮 ep凪TOλεIltia<;.

Kai μ4σα τη<; 広aoεTOV τO Tol;ov τ奇雪 品7a宵可雪

Itai 厄aoε v正OV 'TÓ~EVε v 'c Ta: σ"λa7xva τ苛雪 καpdia<; 

(dlaτIεIxενσx司μα OaVllauτov ，， 'Eλallπεvσ証V TOV 苛λ1OV)， 

広'品σav τ持v lvεs ρavtσενι'ε Idεv awav曲 ..aτ曲，

e"奇ρεκt11 TOV λ071σIlOνz・aるτ両vτ均V alσeησfνTOV ・
Eψvxoc， Vεκρava{σeητ0宮占φdνη wapavτf厄α.

Ta !主豆金旦旦.!!Tη<; 9avμαστa ~σàv (Cdγρα申tσμ4νa，

品pa{av εTXEV 互主企主主主主 κai τ晶ν :!..e.l.X盆旦 τb μ苛a::oc，

a.l Tρixε官 bπεpE(Jalνav aるτ骨宮 τ均v 奇λtκiav.

ETxεv κai X互L主互 Wt1XOVλa，厄O広広ιVOβε (Jaμμ正va，

ιaiπρb宮 ep曲τo申fλημa奇σav 冒aραdoμ正va

ltai (Jρ6σ1<; xaρaτ6βρVTOC Eστatεv a:1'I"'l κεrνa • 

Zτρ077Vλoεuμoρ申O:!!:重工旦旦旦旦奇τoντb πρ6σ曲πOV Tη雪，

厄ai μaρ7aρaτap互主旦旦エ旦sκai 7正vνημα xapiτ曲V

a I旦重正宜主重三 Tη宮 M正τρtOc，品雪 τ2λλα τηE τb 邑互主主・

τ量 d'在λλaτ奇c; xaρfσμaτατf宮 νhτa aρIOIl呼σ哩;

(Z.I.123-153 G，E には対応箇所なし}

あらゆる点で月の美に打ち跨ち、

見事な宜去は糸杉のよう、

その動きは魅惑的、その眼差しは愛らしく、

歩むようには思われず、

ただ笑みを浮かべて厳れているよう、

か〈して動くのを知るのみ、

ある所から別の所へ.

その習は輝〈氷と雪、

少し赤らみ、紅をきしたかのよう、

漆黒の旦は笑うにつれ、

まばたきとともに恋をしたたらす.

恋の甘美に満ち溢れ、

つねに恋に委ねられしもの、

戯れながら素早い動きで、

F
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恋の情熱の手ほどきを示す、

彼女の内には恋の矢あり、

なべての若者の心を射抜く、

(驚くべき姿で陽のごと〈輝げればなり)

彼女の会てを眺め見入る者は

理知感情を奪われて

たちまち怠せぬ死者のごとし.

素晴らしき墜は錨かれたるもののよう、

麗しきはその翠と髪の丈、

室主は背丈を越えるほど、

紅をきしたる豊満な畳は、

熱き接吻のためのもの、

華美の泉がそこより溢る

その顔は丸き翠をもち、

真珠の直には甘美が生まる、

主三主主はほどよく、主1f.もまた.

残りの華美を誰が数え上げられょうか.

(エヴゾキア 11 • ) 

Kal TO κdλλ0宮 τ奇宮 εる7ενoiicκOPη雪る宵εραστpawτOV

応ρεrττoντα畠ν0<<; Eλaμ21"E "ulτ畠v 中uτ畠ν a1l"avτων.

vopιfσσov T量ρ τO !::丘三Z旦豆旦yτ均ν xρo{av E.μtμεTτ0， 

al l[旦旦主i旦i品E ε百90λλov El;oν正τελλOV pOdov. 

av90宮 ;'odov aρτa申u王宮 b智正φηvε τel X.主£主主，

品宵ηνfκaτaic; "aλυ主aν IIPICετal cI¥7Uτ正λλε IV.

且乏豆エ且旦正旦土 EwOICOU"εν01 τGν dφρvdi凪ν λ(av 

xρuσoτερπεic; av正...εμ1rOV cIltτaνo/3oλov雪 μdλα，

応oi d 1 el 宵 aVT曲V 在ρρητ0宮 vw奇ρxεv εる申ρoσVVη.
(G.VI.29-37= Z.VII.2791-2803l 

かくて気高き乙女の美は輝き出で

その光輝は孔雀に優り、樹有花々を圧倒す.

菌の色は水f由を真似、

題は花関〈醤議が照り輝くよう.

昼はがくの中で花開き始めた
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蓄積を思わす.

屋の上に座す釜丞は

金色の輝きを投げかげ、

全てにおいて喜びは表す術も無し.

以上の五つのエクフラシスで言及された顔・身体部位を表にまとめてみよ

う(T I 数字は描写される順番を示す.部位名称は概ね空間的に上方から

下方へと配列されている。)

i隙 |頬

7 4 

1 5 

1 

4 

l手足

3 

11 

|エヴゾキアrrl

五例ともに含まれる部位は「髪顔目(8) Jであり、『居背丈』

がこれに次ぐ。描写の願序は概ね上から下(. I ただし、 r13 J と「眉』の

ように上下関係が明確な部位問でも、下に位置する「日』が上の「居』より

も先に言及される場合もある{ディゲニス、エヴゾキア 1) 0 

各部位の修飾語句について検討してみると、二例以上に見いだされる結合

は、

背丈糸杉 J 日間ρfσσIV、髪:r金色 J t;aνe伽、 r巻毛』 σrouρOV、

顔輝<J (H)avEτεtλεν、 「雪(のような) J XIOVa、 「蕎議の』品oc50ν

居真黒の ICaTallavρoν、目輝<J roprov， r愉楽に満つ』
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これらは人物描写におげるフォーミュラを構成していると考えられる.ただ

し、同じ r巻毛』にも σyoDρOV と EπfσγovρOV、「輝<J U;avh:εtλεv と占ν-

tτεaλλεv、 「雪』品c; XIOνa と XtOVOκρυσTaλλ lVOV、といったパリエーショ

ンがあり、身体部位自体も『目 J 0μ/laと/JaTla、『髪 "o/Jη とTpixa のよ

うに異なるスタイルが見いだされる.したがって、ここでの問題は、身体部

位名詞と形容詞の聞のコロケーションというよりも、身体部位とそれを形容

するモチーフの問の選択可能性であると考えなげればならない.

表の中で、イリーニの描写が特に詳細であるのはテキストと関係がある。

他の描写が G版(写本は 14世紀〉に含まれているのに対し、イリーニの描写

を含んでいるのは A版(写本は 16-17世紀)である(1 0 )。以下で見るようにピ

ザンツ・ロマンスのエクフラシスは、古代後期のロマンスよりも詳細で細部

の縮写に凝る傾向がある (11)この細密化へ向かう流れが、ディゲニスの各

販の問にも観察されるわ』ずである。また A 販のイリーニの描写のみがれ ovo-

広ρυστdλλaνoν，στpoyyvλoεVIWρφoπc.h曲νoν，μαρyaρITaρo.5ovτOC;といった長い

複合語を含むのもピザンツ末期の文学語の特徴であり、時代の流行に沿うも

のと言えるけ U 。

3. アキレウス・タティオス

上述のように、古代後期のロマンスの中、アキレウス・タティオス「レウ

キッベーとクレイトフォン』はへリオドロスと並んで中世において流行し、

文人によって読まれた(I 3 )人物のエクフラシスでは、上掲のエヴゾキア I，

IIの例は以下に掲げるレウキッベーの描写の模倣である、とされる<J・

(アキレウス・タティオス1.)

TOla1Iτην εloov Ey品 πoτε Eni TaVρ4l 'yε7ρallμEνην ZελTivηv. 互且旦旦

yoρyoν tν 奇doν官. 亙豆且旦 ~av9呼 J To tav9ov o~λ ov. 宣金E主.s:IlEλ4lva， 

τo Il正λaν Eκρατoν. λεV/C均豆旦£王土孟， τb λεuκov Ecμ正σov E中Otv(σσετo

καEJJtμεrτo trOp中dρaν，Olαv εic; τov λ正中aνTa v̂d{a fJa7fTεa γvvTi. 

τO!U.五五旦 pOd副v eIv90c; 奇v，百Taν Eρxηταt τo pOdOν avo{yεIV τ函ν

中6λλωV Ta xεfλη. '0雪 de εlooν， εv9むC' aw曲λ4λε IV. ιdλλoc; y証ρ 占主1I-

τερoντITPcdσ必ε1 fJ{λovc; /Cai /11 aτwv O申eαλμ函νEC;T均vJIlVX両ν

厄αταρρεi. 占申9aλμb雪 Y盈ρ odoc E ρ凪τ".;;;τρa1Iμ4TI. . 

(ed.Hercher，1.4.3.ff. ) 

ちょうど、さっきみた絵の牛に乗ったエウローベーがそんなでした。な
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まめかし〈かがや<.El 、黄金のような巻毛を持つ金髪の髪、昼は黒、し

かも漆黒.mは白、その自の中ほどに赤みがさし、リュディアの女が象
牙を染めるあの紫に匂う色合いを思わせていました.日はまさにはなび

らの唇を開きそめるぱらの花でした。私は見たとたん、われとわが身を

忘れはててしまいました。美というものは矢よりもするどい傷をあたえ、

目をとおって魂に流れこむもので、目は恋の通り道なのです.

(引地正俊訳、 p.201)

(アキレウス・タティオス II.) 

To IlEκdλλoc aσTρcitrTOντovτα畠奇TTOν EdolCεtμ01 TOUτ奇宮 Aεuκfππηq

εTναI !!.J!.旦立豆互旦旦・ To γap τou !I.亘且旦主旦三 "aλλoc aるτ奇宮 πρoc τh τov 

λεtμeJvoc 奇ρItεν Eνeη • vaρκfσσov μEv τb 豆且丘立旦豆旦旦 Eστtλβε xρoaν， 

pOdOV dE tIViTελλεν t κ・ τfic .!!:.盟主~t lOV df 奇 τ畠ν 包包辿主

Eμdρμalρεν αる'Y7I， aL dE .!f五五旦土 (Joaτpvxovμεval μaλλov εtλITτOVTO 

厄aττou. TOlOUτoc 奇vAεU広fππηc EπI τ函V 主且旦立亘E旦笠品 λεtμcSv. 

(ed.Hercher，1.19.1ff.) 

私には孔雀のまばゆい美しさも、レウキッベーの美しい習には勝てない

ように思えました。まさに彼女の美しさは庭園の花たちと鏡い合ってい

たのです.~は水仙の色に映え、 m からはばらの花がもえ出で、亘の色

はすみれのようにかがやいて、差二重はきづたよりもかた〈巻いている、

といったわげで、レウキザザベーの薗はじつにたぐいない花園だったの

です. (引地正俊訳、 p.208)

4. ピザンツ民衆ロマンスと擬古体ロマンス

『ディゲニス』以降、 13-15世紀に民衆語で書かれた五つの騎士ロマンスが

残されている。 E叫 oνdρo<;{1941a:20)は、 「ディゲニス』のヒロインの描写

の類例がこれらのピザンツ民衆ロマンスにも見いだされることを指摘してい

る . Kaλovaρ0宮の挙げている作品の内、 rベルサンドロスとクリュサンツ 7 J 

688-715行のみをここでは分析対象とする。 (ed. Kplaρac，p.114) 

EXεI l!主主主i主 xρvaα申曲τa，rσα T骨t主主土五土主主 τηc.

品c xoρτov εic πaρallεaσov， 品宮 σEλtνα εic κ奇πov，

OVTω雪 εTxετo Ilaσ曲μα τ畠ν 占μμαλ L6JV 奇 ι6ρ可・

νkεT，rε宮古τI xaρITε C' al σvvoλal τov κ6σμov 

-39-



t宵dν曲 τη雪 t厄a9.σaνκ・E9両/Caσ.vκaτOVνav.

oi 且亘旦主ヱエ五三 Tη宮 t厄 πavτoc xωρ.c aμ申.fJoλia宮

Exovντo a:woτV"ωμaτbσov xρνσOJrOl厄fλoν.

Na pi判 TI<; TO fJλ白川v TOVνa efdεv些包辿丘三 τ可引

宵dρavτaτ両ν /Caρt;(aντovauρρ.toν v'avaa宥aaovν.

Hlcτov βv9ovτ奇Eλfμvη雪 σov awE.cr岨 κoλVJ1fJoiiσa

μ'/Cρa-μtκρa E.ρωTO1rOVλa ðo~ε vovν ， μ正σa 智aítovv.

辺金叫主旦 Mτdμavρa E中dσησεν 奇 τlxvη，

Y'o申upta κατεσaεvaσεV a1'l"o 官。λλ奇宮 σo中ia宮・
oi Xap.τε C' Ex.aλ厄εuσαντ両v /!VT!IVτ奇E 品ρa.{a宮，

Eエ亘且旦 Xaρfτ凪ν，Xap.τ0宮旦血ヱ土旦阿ρyaρtTaρ.a. 

墜重工旦主主旦 ρodo/Coκκtva，crるτofJa宥τα τ孟瓦ei主旦・

'HμVP.~ ε τb 豆Z豆且旦.!!T司雪 Xωρic; àμ申~ fJo λiac. 

Zτρoyy vλoμoρ申ο豆f:L旦旦旦旦王， l'，.εραναστaλuE.vη， 

λεuκo且£旦孟L旦』乙， τρυ申ερa，I1!..亘且旦主旦s.τovρvεμ正voc.

'H邑互主主 τη古品λ6λ.yvημετ孟 μεyaληqτ正xvηt・

a，Tλ晶雪品宮 λε 1rτoιdλ a~ov Eκeτασzεuaaiντην. 

To /Cλillaτoii IE.旦孟孟主旦旦 τη雪 厄αI τO iJ1fOλ6γtσμdτη官:

豆盆且旦 ιai -yaρ t主αfρετOV E. κ τ奇E σων9lσε4雪 Tηt 

vaεt宵εE百τ. xaρtτεc EHρxovτα. aπ a百τηv.

'Qcτpoxo官三TPoxaλεuσετ両v fJρ6σηv Oτεxνfτηc. 

To <IT宣旦豆三 τηc ..aρadεtaoc E. ρωT.篤oc; IJ.".aρxε.. 

Ta 且主主亘 τη官 t中正yyaσtν 品πo，.λ奇宮 eε曲ρia宮・
To 且主豆且足..!!.1Favv Da.vllaστbν 広a. 奇 πoρ宵aτηを1a Tη官・

金色に輝〈髪は宜企Jまほどにも伸び

天国の若輩、庭園のせろりのよう、

か〈のごとき髪の茂みを乙女は持てり.

いわば世のあらゆる美神が

彼女に留まり居を構えたり。

その三五~は疑いなく、全てに於て

黄金に彩られし汝の似姿を持つ

その旦を見る者は、

たちどころに心を引き裂かれん.

湖の底深〈泳ぎい〈
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小さな恋の矢を蔵れ射る.

漆黒のAlIま匠の技に生み飽きれ、

技'に富んだ橋重量を架けぬ

美神が美しい患を鍛造し

美神のロに、真珠の歯.

奮議の赤味さす題、自然の染めし畳

その日は疑いなく香ぐわし〈

丸みある翠、高い宜去、

自き臨は優確に、萱は見事な幽線描き

しなやかな医は偉大な技の産物

細い葦のごと〈作られぬ.

萱の傾き、その曲線、

とびきりの盆益のっくりは

そごより美神が立ち現れんばかり.

名匠がとぎあげたよう.

Bは恋の天国なり.

林檎の豊富は高みより輝き、

隆五ムと歩く様は重量〈べきかな

12世紀の文人によって書かれたピザンツ擬古体ロマンスも rディゲニス』

にエクフラシスの例を提供したと主張されている。 Kaλovapo<;( 1941a: 20) 

はディゲニスの母イリーニの描写がエウスタシオス・マクレムボリテスを初

のとする擬古体ロマンスと関連づげられるとし、 AλεHo" (1985:円 ')もへリ

オドロス、アキレウス・タティオス、偽カレステネスおよび、ピザンツ擬古

体ロマンスからの模倣が、 「ディゲニス』の後代の飯(G.T.A.) に含まれて

いる、としている o Kaλovapoc;;のあげる類似箇所からエウスタシオス・マク

レムポリテスの『ヒュスミネとヒュスミニアス Jr，6，1-4でのヒロインの錨

写を取り上げてみよう. (ed.Hercher，p.184.) 

h品 dE TOVC È~où宮百λov c; E1rtτbτ骨宮 ICOρηE 占vεσκoλO'R'tσα

主旦五豆旦互旦』乙・ 奇νγhρπλ骨ρε宮中曲τOC't 震λ骨ρε<; xaplτ0<;， πλ骨ρε宮

古doν奇雪・ 立金且主主 μ正λalνa，tρ1<; TO σx骨μa奇 ICaτh σελ呼νηv

μηvoεldTi<;. 互且且旦 μ正λav，TOρYOV II:a1 μdλα φ<tld ρov.o κiiICλ0雪

αるτ~ ICaTCr IJ{po<; 品t;iiνεTO・ Itai 奇vτる σx骨ματoi'<;

占中9aλμoI<; 広曲νoε1dE<; 寄 μ昌λλoν IC"ICλoε1 de<;・品 περT両v
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8λεtbaoidα e ρI ~ 7I'aVTελoi<; iμελaivετ0・~al 奇v O τ骨宮

"oρη雪主企旦互主且主三百ντωE νEρ曲TOC' ~áτ0宵τρ ov. IIa且互i主 λεU厄呼.

TO λεuιov aκρaTOν， eC) oσoνoる必占pv6pa{vεTO・τb
μ正σoνEρv9 ρ6ν.τOρv9ρOV 111εσ7I'aσμEvov ，，41 OlOV 

11 1εσwaρμtvov，08x o Toν 宵λdττε1 XεIρ&:4}τ正xvη sa.7I'τεt

"ai vIJI;μaρa{vεt 11:41 ud曲ρ i"宵λtIvεl. To C1T互且旦主VI.Iμ正τρωE

111正ρρη厄Tal・TO 'JI'OλIJ τ骨可 σαp厄OC; τoiv 瓦主iム豆旦旦 IIIEρρ171'τα1， 

厄ai 苫μφ曲 TII xεfληφOlV(σeετdt. HlWOlC; av ld品v pOlJoν 

t κeλrψal τ骨v ι6ρηv τoi<; xεfλεσ1. XOPoC; 主主豆主主旦y λεU広oc，

I;vστolx.(av 申Eρ曲Vεoaρμoστov "cxi 宵ρOC; TO XεrλOC;品νdλoyov，

品C; 7I'aρSE.VOl TOr宮 Xεrλεσtν olICOVρOtIμεν01・"0λOV τb

豆旦豆旦旦豆旦J! ，，6κλo古 品νε引 σ申αλ両官・ 奇fu，，(vτρov λO'YOV E.智正zεt

，ρoc oλOV τbκ6κλ凪μa，

私は目を乙女の習に注ぐ.それは光に満ち、優美に満ち、愉楽に満

つ.漆黒の昼は虹を描き、あるいは三日月のよう.漆黒の目は輝き

溢れ、その円形は尖った部分を持ち、その:Jgは円というより円鐙形

なり。険の孟は全き漆黒.旦はまことに愛の鏡。白き箆.混じりげ

のない純な白さ.その中央は赤〈、赤味の散りたる様は、手でぬぐ

われ、技に染めらるることな〈、あるいは聞に隠れ、水に落とさる

る類のものならず。釣合よ〈闘いた目、昼の肉は豊かに聞き両の唇

は赤〈染めらるる。自にする者は、口に押されたる苔薮に喰えよう.

白き菌の輪舞は、唇にあいふさわしいまとまりを見せ、唇に護られ

た乙女の群れのよう.まがう方なき円形の菌、還はその円形の中心

を為す.

5.結論

以上で得られた結果を、上の「ディゲニス Jの場合と同じ表にまとめてみ

る(次ページ参照) . 

描写の詳述さの度合について言うと、 「ディゲニス』に比べて、タティオ

スはより簡略、マクレンポリティスと「ベルサンドロス』はより詳細に描写

されている.この点はテキス卜の行数(語教)ついてだけでな〈、含まれる

身体部位の数についても言える.

描写される部位の中で、上の四つのエクブラシス全てにおいて描写されて

いるのは『日』と r頬 J .頻度の高いのは、 「髪顔 J r屑口 J .こ
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頬

9，20 

|目 |まゆ毛|鼻

i胸|腕|腰!

|こめかみ|顔

7T身体

4 

4 

6 

2 

唇 1顎

9 ! 

8 i 12 !15，17 
8 

10 i 

6 3 

q

G

C

u

'

L

 

歯

|背丈

18 

れらを『ディゲニス』の場合と比較すると、身体部位を次のように分類する

ことが可能である.

(1) rディゲニス』、タティオス、

れている部位

髪、顔と頬(1 5 )、目、眉

(2) rディゲニス』とピザンツ・ロマンスのみ、或はタティオスとピザンツ

-ロマンスのみに共通して描写されている部位

背丈、唇、歯、顎、首、胸、口

(3) rディグニス』でのみ縮写されている部位

頭、陰、手足、髭(I 6 ) 

(4)ピザンツ・ロマンスでのみ描写されている部位

こめかみ、鼻、身体、腕、腰

ピザンツ・ロマンスのいづれでも描写さ

ここで気づくのは、上方に位置する部位の方が、下方の部位よりも描写の対

象になりやすい点である.まず、 『顔』全体に比べて、これよりも下方の部

位「手足腰 J 腕』は、 「ディゲニス』、タティオスの簡潔なエクフラ

シスには登場しない顔』の内部の部位でも、上方の「髪眉目』

は常に描写きれるのに、 「口鼻(I 7 J J は稀にしか現れない(1 8 1¥ 0 

描写の願序は、概ね上方から下方.しかし、多〈の部位が描写される場合

同じものが何度も現れる(1 9 )。
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最後に補足的な例として rベルサンドロスとクリュサンザ』の中の有名な

美女選びの場面を考察しておきたいは.J.  491-724行で Eros王の宮廷に招

かれた主人公ベルサンドロスは、四十人の宮女から最も美しい乙女を選び出

し、賞の杖を授げる審判を務めるように言われる.自分の前に次々と現れる

四十人に対して、ベルサンドロスは一人一人に次のような定まった言い回し

で、欠点を指指して退 ηていき、三人を選ぶ. (ed.Kρlapac，11.557-8) 

品λλ6τρ1a，喜正vητ00 {JερYIOO U主修ρfν曲， S 広Uρa J10V， 

111量 τo ..vρρbν ，，41τO 90λOV τO Exovv oi Oφ9aλμO(σOV ・

r娘よ、波ほかの杖には無縁なり

放の目の赤みと濁りのゆえ』

さらにそのうちから一人が選ばれて、この美の審判の場面は終る.このシー

ンではピザンツ人が身体・顔のどの部分から美を感じ得るのか如実 1::現れて

いる.主人公が欠点として指摘する部位は、1.目 (555-8)、 2.唇 (563-4)、 3.

肌の色 (569-71)、 4.眉 (573-4)、 5.身体(猫背) (577-9)、 6.身体(肥満)

(584-5)、 7.歯 (590-4)、 8.(手の)毛 (619-20)、 9.目 (626-34)である.この

中、『自唇肌の色顔と頬)J r眉 J 歯』は上の分類の上位グ

ループに含まれる部位であり、エクフラシスの技巧面での考察はピザンツの

人々の美意識の理解につながると考えられる.

註

(1)G(rottaferrata)，T(rebizond)，A(ndros)，E(scorial).テキストについて

は Bibliography参照 o Zは、 G，Eの二つをもとに編纂された、と Trapp

その他の研究者によって想定されているもので、 Trapp(1971)では TとA

を土台として再構されている.

(2 )古代後期のレトリ、yク教本 EρOYVμνdσμaTaの中で、ヘルモゲネスはエク

ブラシスを次のように定義する o (ed.by H.Rabe p.22) 

νEιφρaσ(c iστt λOYO宮 1I"EρtηyημaTI応oc，eSc; φ4ULV， Evaρ7骨官 κai る11'

O'lV ay凪νTO 11ηλOVI1正vov.

「エクブラシスは提示の対象を、目前に vi錫とするように閉館に描写

する言表である、とされる』

エクフラシスのテーマになるのは、

r人物、事物、時、場所、時節、その他多くの事柄である.人物のエ

クフラシスとはホメロスが『彼の者はがに股にしてびっこ』と述べ
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たような場合である.事物のエクフラシスとは、歩兵戦や海軍Eのよ

うな傷合.時のエクフラシスとは平和や戦争.場所のエクフラシス

とは港、海岸、都市.時節のエクフラシスとは春、夏、祝祭。

ーこれらが結合したエクフラシスも有り得る.例えば、ツキジデス

の描いた夜殺がそうであって、夜という点では、時であり、載いと

いう点では事物である (ib.). J 

ビザンツ淘におげるエクブラシスについては Hunger (1987:106ff.)、

Hohlweg(1976:68)、ベザク 106頁。

(3)Gには Evdokiaの名は現れず、単に乙女 Koreと呼ばれているが、本稿で

ほ T とA に見られるこの固有名を便宜上用いることにする. ディゲニス

の母イリーニについても同様。

(4)後述するエヴゾキアのもう一つの例と区別するためI.I工.を付す.

(5)Dyck(1987:351ff.) ， Kαλovápoç(1941a:κa'-~p') ， ODB."Achilles Tatius"， 

"Heliodoros"の項. 11c.のミカエル・プセロスはタティオスとへリオド

ロスの比較論l':úy~ρaση宮を書いている (Dyck (1 986) )。 同じ世紀のエウ

スタシオス・ポイラスの蔵書にも「レウキッベー』が見いだされる (Mango

(1988:283)). 再ロマンスのピザンツでの評価については Dyck(1986:80ff.).

(6)Mavrogordato(1956:265)，Kaλoνdρoc(1941a:κα')，(1943). 

( 7)エミール・ 32行を Mavrogordatoは次のように訳す(1956:5).

Not black as Aethiops are， but fair and lovely， 

こごでの μEλ aç ， ~av96宮は r 髪机の色』を同時に示していると考えら

れるが、確実ではないので括弧に入れてお<. Cf.Gr岳goire(1942:154)，

Mapκ6πovλoc(1989:169)，Mavrogordato(1956:1xxiv)) 。

(8)エヴゾキア工1.について、 G では「目』の言及が無いが、 Z.VII.2796では

以下のようになっているので、 『髪顔』と同ランクに入れてお〈。

τiJv 主企旦旦主五主主品C' pOdoν τε T骨v Oσφρησtν με9{λκε1， 

(9)Hohlweg(1967:68)，Hunger(1987:267)。しかし、プロコピオスによるユス

ティニアヌス帝騎馬像のエクフラシスは「下』→ r上 J (De aedificiis， 

工，2，1ff.). 

(10)写本の年代は Trapp(1971:46)より。 G とEが最も古いテキストを保存し

ており、 T，A がこれに次ぐという点では研究者は一致している。

(11)Ljubarskij(1978:233)もごの点を指摘する.

(12)Browning(1969:84-5). 

(13 )註 (5)参照.

(14)Plepelits(1989). 描写される部位について『ディゲニス』はほとんど
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タティオスを模倣している.描写の傾に示すと、

{アキレウス・タティオス1.)

自〉髪〉眉〉頬〉口〉

(エヴゾキア1.)

顔〉目〉髪〉居〉顔>(腰}

(アキレウス・タティオス工1.)

顔〉身体〉顔〉頬〉日〉髪〉顔

(エヴゾキア 1I.) 

顔〉頬〉唇〉髪の房〉眉

(15) r額』が言及されているのはエヴゾキア 11.のみであるが、しばしば

r顔』による提喰 Synecdocheの中で表現されている.例えぽ、

品c; pOdoνHuv正τεaλεvE.νμEσ@τOU 1fPOσr.I1rov (G.1.36) 

AUI11rρbν XtOVOκρυσTaλλlYOV奇τ。ντbπρ6σω1rOVτη宮，
占λ("(OV E κ0"κ{Vtt εν， 0σovνhπoρ申Uρit哩・ (Z.1.30・1) 

(16 )本稿で取り扱う描写対象は、ディゲニスとエミール以外すべて女性なの

で「髭』はほとんど現れない。

(17 )鈴木 (1973:50-54)では、ヨーロザパ人作家が人物の顔を描写する場合、

日本人ほど「鼻』に注目しない点が指摘されている。

(18)錨写におけるこの上方志向性は、描写の願序(上→下〉とともに、空間

を把握する上での polarityに関連づけられるように思われる。現代ギ

リシャ語の空間表現が、この polarityを呉現化している点については

橘(1989)参照。

(19)Ljubarskij(1978)は、特に pp.230-244 において、ミカエル・プセロス

の作品の人物描写を、「年代記』等を素材として本稿と同じ角度から分

析している。プセロスが人物を描〈場合、その視線は概ね身体・顔の上

部から下部へと滑ってい<(p.231). 12例を調査した中で描写の対象と

なっている部位は、男性の場合、頭、顔、髪、眉、目、鼻、口、手、指、

肌の色、背丈、声、女性の場合はこれらに加えて、頬、歯、乳首、膝、

足首、である (p.232). さらに、これらの部位の中、描写されやすい傾

向にあるのは目(10例}、背丈 (6例入居 (5例}、髪 (5例}、肌の色 (5例}、

頭 (4例)、顔 (4例}であるいb.).従って、本稿で得られた結果は、 llc.

のピザンツの文人のエクフラシスにも当てはまると言える.

(20 )Hunger(1965)によれば、ロマンスに含まれたこの場商は、 8-9c. にコン

スタンチノポリスの王宮でしばしば実際に行われた王妃選びに基づいて

いる。
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THE EKPHRASEIS OF HUMAN FACE AND BODY IN DIGENES AKRITES 

TAKASHI TACHIBANA 

The aim of this paper is to elucidate one aspect of the Ekphraseis 

(i.e.descriptions) of human face and body incorporated in the 

Byzantine heroic poem "Digenes Akrites". Analysis is not performed 

from the philological viewpoint but from the linguistic(lexical) and 

aesthetic ones. By examining which parts of the human face and body 

are depicted in the Ekphraseis，we can obtain a classification of 

these， distinguishing the parts which Byzantine authors would 

prefer to describe in their works from the parts which they tended 

to neglect. 

Besides， since the influence of the Romances in the post-Classical 

and Byzantine periods on "Digenes" cannot be ignored， these romances 

are also examined from the same viewpoint as above. 

FinallY， it is demonstrated that the results obtained from the 

linguistic analysis lead to the illustration of the aesthetic sense 

in the late Byzantine period by determining the specific parts of 

the human face and body in which beauty resides. 
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